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内容概要

フッサールの言語理論が、かなりまとまった形で初めて論述されたのは『論理学研究』第二巻の第
一研究「表現と意味」においてであるが、フッサールはなぜこのような標題を出発点に選んだので
あろうか? その第一の理由は『論理学研究』第一巻の第一節と同じく第二巻の第一節がいずれも「
概念ないし思想を表現する言葉の多義性が、つまり思考の主要な道具としての言語と、その用い方
の不完全さが、思考のプロセスを混乱させ妨害している」事実を指摘し、「論理学研究を言語の分
析から始める必要性」を説くJ.S.ミルの引用で始まっている点に求められる。「思想を表現する記号
体系としての言語、特に学術用語の意味を明確に規定することは学問研究に不可欠の準備作業であ
る」という判断から、言語の問題が重視されているのである。第の理由は『算術の哲学』に代表さ
れる経験論的主観主義、心理学主義の立場から、客観主義的論調の濃い『論理学研究』に代表され
る本質存在論的イデアリズムへと推移して行ったフッサールにとって、言語の問題こそ心理学研究
と論理学研究を媒介し綜合する研究課題と考えられたのであろう。
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书籍目录

第二巻 認識の現象学と認識論のための諸研究
序論
一 表現と意味
第一章 本質的区別
第二章 意味賦与作用の性格について
第三章 語義の同様と意味統一の同一性
第四章 意味体験の現象学的内容とイデア的内容
二 スペチエスのイデア的単一性と近代の抽象理論
緒論
第一章 普遍的対象と普遍性意識
第二章 普遍者の心理学的実体化
第三章 抽象と注意
第四章 抽象と代表象
第五章 ヒュームの抽象理論に関する現象学的研究
第六章 抽象と抽象体についてのさまざまな概念の区別
訳注
訳者あとがき
索引
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版权说明

本站所提供下载的PDF图书仅提供预览和简介，请支持正版图书。

更多资源请访问:www.tushu000.com
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